
令和５年度(２０２３年度)くまもと県民カレッジ主催講座【前期】

講師養成講座２０２３
～あなたの「好き」を生かして 新しい世界へ～

受講生の感想

熊本大学

名誉教授 古賀 倫嗣 先生

内閣府地域活性化伝道師

三角 幸三 先生

生涯学習の講師とは
～あなたの「好き」を「やりがい」に～

第１回

効果的に伝えるためのプレゼンテーション方法や講座企画の組み立て方を学び、ワークショップの手法を体験
をとおして学ぶことで、講師としてのスキルを磨きました。

 「教えられる」側から「教える」側になる受講生に対し、
生涯学習とは何か、講師としてできる事は何か、生涯学習
の意義と役割を学ぶと共に、地域での生涯学習の必要性や
講師としての心構えを学びました。
現代社会における生涯学習の在り方を考えさせられる講

義でした。

第４回

参加型プログラムを学ぶ
～双方向で対話・活動を深める～

講師に必要なプレゼン力とは
～伝えたいことを、しっかり伝えるために～

第２回

第３回

受講者が満足する講座を組み立てる
～講座企画のノウハウを教えます～

講師としての一歩を踏み出す日(模擬講座)
～やって、感じて、考えよう！～

第５回

株式会社 adapt next. 
代表取締役

熊野 たまみ 先生

さまざまな方法のワークショップ形式を実際に受講生同士で
行って体験しました。
講師になった際に、どの様な意図で、どのタイミングでワー

クショップを導入するか等、体験を通して、ワークショップの
重要性を学びました。

講座のプログラムの作成や分かりやすい伝え方、資料やプロ
グラムの作り方を学びました。
参加者の目的の意図を理解し、プログラムする事の大切さが

分かりました。

第４回で学んだ事を参考にして、講演を依頼する側と依頼され
る側に分かれてシミュレーションを行い、プログラムを作成しま
した。作成したプログラムを元にシナリオを作成し、実際に他の
受講生と一部のシナリオを実践しました。
実践で新たな視点を得る事で、自分のプログラムの見直しがで

きました。

講座をする際の受講生側の視点や伝え方、講座の構成の基礎
等を学びました。
場面によっては、話すだけではなくワークショップの対話の

必要性があり、テーマに合わせたプログラムの作成が求められ
ることが分かりました。
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